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×DXエバンジェリスト
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エバンジェリストは

• オンライントレーニングを毎週受講

• トレーニングの内容を各所属に適した形で展開

概要

• 全14回のオンライントレーニングで

Microsoft 365活用のスキルUP！

• 所属の状況を知っているエバンジェリストが

所属の状況に沿った形で

情報展開・他の職員をサポート！

• TeamsにDXエバンジェリストチームを作成し

活発に意見交換や情報共有！

ポイント

▲ エバンジェリストが中心となり、現場発信でDXが進んでいます！
（DXエバンジェリストチームの投稿、活動報告資料から引用）

かえるプロジェクトと連携し、

各所属のDXを先導する”伝道者”を養成



×オンライントレーニング
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▲ かえプロメンバーとDX課職員が講師となり、フルオンラインで実施

◀ エバンジェリストは、これからの時代に必須となるデジタルスキルを習得

1. マインドセット

2. PC操作の効率化（Windows・Office）

3. Teams（チャネル・チャット）

4. Teams（Web会議）

5. Outlook（メール）

6. Outlook（予定表）

7. ピボットテーブル

8. 生成AI

9. OneDrive・SharePoint

10. OneNote

11. Forms

12. Power Automate

13. To Do・Lists・Planner

14. SharePoint（サイト作成）

毎週30分～1時間！

全14回のトレーニングでスキルアップ
トレーニングメニュー



×各所属での展開（エバンジェリスト活動報告から抜粋）
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研修時間は30分

内容を全部共有してもおそらく見てもらえない…

◎ 業務の隙間時間に見てもらえるように工夫

◎ すぐに取り組めそうな内容から投稿

◎ 業務多忙な人にとっての息抜きになるように意識

それぞれの所属の状況に沿った形で情報を展開



×各所属での展開（エバンジェリスト活動報告から抜粋）

5



×成果（エバンジェリスト活動報告から抜粋）

6

着々と変化

「エバンジェリスト」の肩書があることで

頼られることが増えた

自身のデジタルリテラシーが向上し、

職場全体にその知識を広めることで

若手とベテランのコミュニケーションが増え、

職場の風通しを良くすることができた

業務を行う中で、「研修で教えてもらった

○○でやってみようかな」と考える機会が

圧倒的に増えた



広報・共創推進課

田村えりか

DXエバンジェリスト
活動報告

2024年1月17日 部局長会議資料



Before（活動開始した9月頃）：広報・共創推進課のDX浸透状況
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24人中、ずば抜けてできる人が1人。

あと23人は、

「チャネルはなんとなーく使い始めた。けど自信ない。」

「Teamsなどを使うことにそこまでネガはない。」

↓

知識が追加されれば、もっと浸透しそう。

DX情報共有用のチャネルをつくり、

投稿を読んで、一つでも実践してもらう。



所属での伝道活動
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週に1回は 必ずチャネルに DXネタ投稿
セッションのテーマから、Tipsまで。頻回すぎると読むのが追い付かなくなるので、週1~2回



所属での伝道活動
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読みやすい・親しみやすいトーンで
業務に活用してほしいですが、まずはとっつきやすさ重視の文章、事例を共有。



所属での伝道活動
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質問に丁寧に回答・一緒に考える
自分の知識向上にもなるので、質問は感謝。

また、質問してくれる人は次なるエバンジェリストとなる期待大。

私がよくわからないことは、さらに別の人が出てきて、答えてくれたり…！



その他、工夫ポイント
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エバンジェリストが「DX、正直苦手です宣言」

事実、私は得意ではない。周りの人もそういう認識。

「あの人ができるなら、自分もできそう…」

とハードルを下げる空気感を醸成。

上司の巻き込み

課長：「みんな、DX情報のチャネル、表示して見た方がいいんじゃない？」

 企画幹：「この紙の台帳、電子化する方法ない？」



こんな風に変わりました
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Before After

打ち合わせ・会議から 紙が消えた

打ち合わせ資料をTeamsで展開・事前に確認。

当日もPC持参か、モニターに投影する。

資料の修正や最新版の共有も、その場で。

打ち合わせ資料を各自が印刷、持参。最後捨てられる。



こんな風に変わりました
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Before After

壁から 紙が消えた

会議室・備品はOutlook上で予約できる設定に。

「すぐ空き確認しますね～」

キャビネに貼った紙の会議室・備品の予約表に記入する。

「予約表、取ってきますね～

ちょーーーっとお待ちくださいね～……」…待つ。



こんな風に変わりました
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Before After

机の上から 紙が消えた（少しずつ）

「どちらがいいか、教えてください。」

→Formsやチャネルで回答・即集計。

   他意見のバイアスもかからない。

アンケートや回覧「どちらがいいか、教えてください。」

→紙に手書き記入して回答。集計も都度。

 筆跡で意見がバレる。



広報・共創推進課のDX浸透状況 まとめ
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TeamsなどのMicrosoftアプリで業務を進めるスタイルが

3か月でかなり浸透

Before（9月） After（12月）

・24人中、ずば抜けてできる人が1人。

・あと23人は、

「チャネルはなんとなーく使い始めた。けど自信ない。」

「Teamsなどを使うことにそこまでネガはない。」

・全員が、チャネルやチャットを使って業務を進めている。

・それらのツールを使うことが前提となっている。

・とりあえず、エバンジェリストに聞いてみる。

・「打ち合わせ資料印刷する機会減った」（男性30代）

・「DX情報共有のチャネルをよく見ている。かゆいところに

手が届く孫の手のような情報をありがとう」（男性30代）

※変化の実態は定量アンケートを取りたいと検討中

さらに業務の効率をあげるために、

活用できるシーンを自分たちで考え、実践することが必要。



エバンジェリストとしてのまとめ
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まだまだ道半ばですが、皆さんの机の上・壁から、

紙の山が小さくなってきたと感じています。

当初の個人目標：「みんなの机の上から、紙の山をなくしたい！」



今後こんなことをやっていきます
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全庁向け 広報SharePointサイト開設
庁内イントラ・サーバー上に点在する 広報に必要な知識・情報をまとめたサイト。

1月中に 職員ポータルに公開予定。

Coming Soon …！



EOF
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×今後の取組
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R5 これまで R5 これから

全庁展開！

トレーニング資料・動画を公開

さらなるスキルアップ！

追加トレーニングを企画中

▲ いいねチャレンジにもエントリーされている

「Bookings」の使い方を予定

Ⅱ

R6へ

マインドセット！

DXに関する講話・意見交換

小山デジタル化推進担当参事

全14回、

オンライントレーニングを

実施してきました
来年度は

二期生の募集を

予定しています
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